
  

 

 

 

 

 

 

■金堂跡 

 □遺構の整理 

 □地業内出土瓦 

 □遺物出土状況 

 

■講堂跡 

 □礎石据付・基礎地業・基壇外装（創建⇒再

建） 

□講堂前面の幢竿遺構との関係 

□講堂基壇東・西・南側の土採り遺構（SX311・

317・318） 

 □SX312（輪形土製品検出掘り込み） 

 □その他（基壇上面の白色粘土層・講堂前面

の SX352整地？） 

 □再建基壇内出土瓦 

□創建基壇外装の瓦 

 □調査区出土状況 

 

■推定鐘楼跡 

 □南面の瓦・石列について 

 □基壇周囲の掘り込みとの関係 

 □基礎地業内出土遺物 

 □南面の瓦・石列の瓦について 

  

■中門跡 

  □礎石建建物⇒掘立柱建建物 

  □関連遺構との関係 

□中門外周を巡る溝 

□前面の硬質面（参道） 

□区画塀・溝との関係 

  □礎石建中門基礎地業内出土遺物 

   

 

 

 

 

 

 

■中枢部区画施設（塀） 

 □掘立柱塀⇒掘立柱塀（一部建替）⇒築地塀 

□南辺築地塀地業内出土瓦 

■中枢部区画溝（大溝・小溝） 

 □各地点の大溝・小溝の変遷 

 □溝内出土遺物 

 

■塔跡１ 

 □基壇周辺の補修（創建⇒再建） 

□創建基壇を切る掘り込み地業 

 □礎石の据え直し（礎石下部に焼損瓦） 

 □SD413溝跡、SX308柱穴との関係 

 □基壇補修粘土層中の瓦 

 □調査区遺物出土傾向 

 

■塔跡２ 

 □地業を切る一本柱、SX遺構 

□地業内出土遺物 

 □調査区遺物出土遺物傾向 

 

■南門 

□橋脚状遺構・区画溝 

 

■幢竿遺構（中門・金堂間、講堂前面、塔跡周辺

など） 

 

■寺院地・伽藍地区画溝 

 

■主要堂塔の地業手法について 

 

平成 15～24 年度に実施した史跡整備事業に伴う事前遺構確認調査の総括報告書の作成あた

り，主要堂塔とそれに関わる遺構の切り合い関係，基壇内出土遺物，調査区内遺物出土傾向な

ど調査で得られた情報を精査し，主要堂塔および伽藍の変遷など，調査の成果と課題の整理を

進めています。 

事前遺構確認調査の総括報告書について 

資料３ 


